










 機械工作実習（工学部・機械工学コース 2 年次後期）は 5 つのテーマに分かれて行っていて、マシニン
グセンタは「CAD/CAM」の中で使用している。内容は前期の授業（図形情報演習）で作図した 2 次元
CADデータをCAMソフト（AlphaCAMライコムシステムズ株式会社）で立ち上げて、CLデータを入力して


















 平成 25 年に主軸の焼き付けを起こし、主軸頭の修理を行っている。また経年劣化により，数値制御装
置電池交換、AC サーボアンプ交換行っている。またメーカの指定のタイプで水溶性切削液を使用してい
たが、テーブル周辺の塗装が侵されたので、現在はエマルジョンタイプを使用している。濃度の管理に注
意しないと錆びが発生する。 
 
5.さいごに 
 CAD/CAM、NC 工作機械を通じ学生が設計したデータの具現化を行う授業において、マシニングセン
タは重要な役割を果たしてきた。製作依頼でも研究室からさまざまな要求に対応してきましたが、購入し
て 24 年目となり経年による故障が発生している。始業前点検表、定期点検表の作成や今までのヒヤリハ
ット事例を記録し、今後も安全な実習を行っていきたいと思う。 
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